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北大水産業報

24(1)， 42-48. 1973. 

ベーリンゲ海峡の1972年夏期における海況*

藤井武治柿・山本昭一榊*.増田紀義仲

石井清彦柿*・米国岡三郎***

Hydrographic Conditions of the Bering Strait 

in the Summer of 1972* 

Takeji FUJII**， Shoichi YAMAMOTO柿* Kiyoshi MASUDA**， 
Kiyohiko ISHII***，組dKuni随，buroYONETA柿$

Abstract 

W抗er飴mper前田e，白血lini七y，and 出espeed晶nddirection of四 πen匂 were
mea8Ul'ed at 13 anchored-positio回泊もheBering S回，iも inla句 July1972， during 
ぬecruise ofもheもrainingship Os伽刊 Mar叫， Hokl副 doUniversity. 
The resul飽 obぬinedare鍋 follows:
1. The upper water of warm and low salinity山ove10 me句，rlayers， which 
is ch晶，rac'もeristicsofもheAlaskan shore water， exhibited a conspicuous pycnocline 
制 companyinga自harpもhermoclineand halocline. As the waもere対応ndedwesも-
wards，もhepycnocline deepened gr晶duallyin由自師自飴rnparもofもhestraiもwith
decreasing propぽもie呂， 晶ndfinally reachedもhe白帥 bottom.
2. A vertical mixing of water was commonly found in the 凶raiιParticular-
Iy，品目，trongvertically-mixed ar帥 W鋪 notiωableinもhemiddle pぽtof the 
前raiも. The temper抗ureofもhelower w抗erin 他国 areawωstably maintained 
le日自 than200， but was colder血七hee倒的rnparももh組 inthe wesぬrnp品的 dueもo
もheintrusion of cold water from the north off SιLawrenc唱 Island. The s品lini七y
inもhisarea was晶Isom晶i且旬inedle日自由組 33%0. InぬB 倒 S色ernpar丸 however，
色hesaliniもydecreased gr晶duallywith the mixing of the Alaskan shore waもer.
3. The Alωkan shore water inぬestraiもお compo田dof the no凶hward
str抽 m from the eastern p品目sageoff SιLa岡田.ceIsland， and of the no吋hward
exte回 ionof water which moves com由 rclockwiselyalong七he伺舗も ofNo的on
Sound. Boもhof them join inぬe蜘叫 wiもhdifferent current dir唱ctions. The 
water of the Norton Sound origin could be di日criminatedby i旬 high飴mperatぽ e
組 dlow salinity from the wa回 of伽 northoff 批.Lawren田 Island. A自trong
currenもwω 五oundinぬisare晶.
4. In thβBering Strait，ωmplic抗ededdies were performed in the upper 

l晶，yer，andもhenorthw釘dcurrent prev品iledin general. The mean cu町四tspeed w品目
。品，Icul晶もedto be 0.9 kno旬，乱ndもhewa旬rcapacity forもheOhukchi Se晶 was esti-
m晶七edto be 1.97 x 10・m8/sec..
5. The range of仙ecurrent direction晶間渇 waswide and the curre叫 sp開d

*北海道大学水産学部北洋研究施設業績第65号抑制吻'ibuti・0偽 No. 65 from the Research 
I制 tituteof N orth Pac併cFisheriω，F，αculty 01 Fi8heri伺，Hokkaido U叫伽m均)
判北海道大学水産学部練習船おしよろ丸 (Tra仇，ing8hip“Oshoro M，品川"， Faculty 01 Fi8heriω， 
Hok加idoU叫iversity)

*糾北海道大学水産学部練習船北星丸 (Trainingship“Hoku8ei Maru"， Faculty 01 Fisheries， 
Hokkaido University) 
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w&s high except BOme limited a.r帥 ofもheAlaskan co舗も h もhefirsちqu晶dra凶，
when ω，mp晶redwi白色，hoseinぬ自前凹'ndqu晶dranも.

緒 言

冬期，ベーリング海北部以北の海域は海氷に覆われている。海氷はベーリング海峡では 7月中，下

旬頃からなくなるが 10月には沿岸およびチュク海から南方に拡がり， わずか2，3ヶ月の盛夏の候

のみが，海氷から解放されている。北海道大学水産学部練習船おしょろ丸は 1972年7月23，24日，

チュクチ海の高緯度水域における漁業生産の可能性を検討する端緒として，ペーリング海峡の横断観

測を行った。

本計画はワシントン大学海洋学部L.K. Coachman教授の協力によって行われ，同大学R.B.Tripp 

および D.Moun包inの両氏が乗船参加した。

ζζfC上記各氏，漁業学科特専学生小栗豊二君外 13名およびおしょろ丸乗組員各位の協力fC深甚

の謝意を表する。

調査方法および項目

ぺ戸リング海峡1680W-1700W の46マイル聞に観測点 13点を設定した(図1)0 ?JlIJ深は音響lIlIJ

深儀(産研製 NV4-1500型)を使用し，各点11:錨泊して，水温，塩分および流向，流速などの調査を

行った。観測層は 0，計， 5 ， 1~1~2~2~3~~，~，~， OO および 55m (+は流向，流速のみ)の

13層である。

1印 1咽 167. 

師"

M 

Fig. 1. Location of ve:出。晶1sec'もionsin the Bering 飢mIもinla旬 July1972. 

結果

水深

海峡東側の最深部で水深56mが観測され，西方へしだいに浅くなっているが，海峡の水深は約印

m の平坦な地形である。

水温

観測I線の鉛直断面を図211:示した。表層に温度騒層がある。その下限は 10m層tとみられるが， 50C 
線は東方へしだいに深くなって，海底fC達している。 ζの水域では 10m以浅fC70C以上の高水温域

がみられ，アラスカ沿岸寄り St.osω5の表面水温は 13.70Cであった。温度躍層の下層水は 20C

以下の安定した水温が海底まで達しているが，海峡中央部のダイオメイド島南側で鉛直混合がみられ，
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その東側では 1.50C以下の下層水があって，西側の下層水より低温である。

塩分

観測線の鉛直断面を図31L示した。表層IL塩分躍層がある。 その下限は 10m層にみちれるが， 東

側でしだいに深くなって海底11:達している。塩分躍層の下層水は 33.0%J以下の均質な塩分水で， 海

底まで達している。塩分濃度は西高東低の分布配置を示し， アラスカ沿岸に 32.0%J以下の低塩分が

ある。 ζの等塩分線は表層で海峡の中央部11:達している。 アラスカ沿岸寄り St.0s085の表面塩分は

25.53%Jと非常に低塩分である。ダイオメイド島南恨!Jで塩分の鉛直混合がみられる。

5 Mi1es 

一
=主正義.

Vertia晶1.salinity {~l IlII.もheBぽ泊gStrai色int3ωJuly 1972. 

流速および流向

図4-AIL観測線の鉛直断面における流速分布を示した。アラスカ ウヱールス岬距岸6マイル位ま

での表層1L3ノット以上〈最強3.5ノッ刊の強流がみちれた。流速はアラスカ沿岸の表層で最も強

く，それより水平および鉛直方向へ逮ぎかるに従って，減少している。

流向は磁気コンパスを使用したため，その示度は幾分誤差を含むが，海峡のほとんど全水域で北上

流がみられた。図4-BIL各観測点の流速量を象限別IL示した。北上流はアラスカ沿岸の 3ノット以上

の水域を除く東側水域から西側表層域に拡がる O.75ノット以上の流速域は第1象限， 西側水域から

中央部底層域のQ.75ノット以下の流速域およdウエールス岬沖の一部 (3ノット以上の流速域)に
おいて第2象限への流向がみられ，シペリヤ側 St.Os72097の表層 (0.5ノット以上の流速域)のみ

に第3象限への流向がみられた。

Fig. 3. 

察

ベーリング海峡は 1年のうち，長時間海氷IL覆われながら，セント ローレンス島南側水域にみち

れるような海底付近に結氷点κ返い低水温および濃塩分1)のがみられない ζとは，鉛直混合が盛11:行
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れているととを示唆するものであり， ζれは水深の浅い ζとが，その一因をなしているものと考えら

れる。

おしょろ丸で行った 19643)，19674.)および1972年のセント ローレンス島北側の観測I(図5)を
図6(Aおよび B)，7 (Aおよび B)および 8(AおよびB)11:示した。夏期，ア弓スカ沿岸には高

温，低塩分水の北上がみられる。ユーコン川などノ{トン サウンドに面した河川!かろ流出した河川

水は反時計廻りに沿岸IL沿って， 表層tときわめて低かん， 高温水が北上しているのがみられ{図 6，

7)，セント ローレンス島東側水道を北上するアラスカ沿岸水は海峡付近で前者と合流しているが，

海峡では流向を異11:しており，アラスカ沿岸寄りにみられた強流な高温，低塩分水はノートン サウ

ンドを起源としているものと考えられる。

セント ローレンス島東側水道tとみられる北上流の西側水域では，向島北側の比較的低温，高塩分

な下層水がζの北上流に追従して海峡に達するため，海峡付近で既11:.鉛直混合などによって昇温した

下層水より低湿な下層水が，海峡東側寄りの下層tとみられるものであろ号。図4のSt.O鈎88では1

ノット以上の流速がみちれる。乙れは周聞の流速より大であり，下層部まで鉛直昇温のみちれている

ζと{図2)は，セント ローレンス島東側水道を北上するアラスカ沿岸流の中心域を示唆す忍もの

である。

ベーリング海峡の水は海峡中央部にあるダイオメイド島およびその南側のフェアウェイ ロックな

どの地理的影響iとより複雑な渦流を形成しているが，そのほとんどは北上してチ 2 クチ海tC流入して

-45-
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Fig. 6-A & B. Distribuも，ionof句mperature(00トAand salinity (%O)-B抗日eaboもωm
in the nor色h-easternpar色of色heBering Sea in laωJuly 1964. 
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Fig. 7-A & B. Vertiωl冊ctionof tempera何時 (00トAand師 linity(%O)-B in the Norton 
Sound in early August 1967. 

いる。本調査におけるベーリング海峡の平均流速は 0.905ノットであり， チュクチ海への流入量は

1.97 x 106m3/secで.Bloom (1964) 6)の算出量 (1.2X 106m3/sec)より大であった。

北上流は第1象限への流向域が第2象限域より広範囲にみられる。流速はアラスカ沿岸の狭範囲に

みられる強流速域 (3ノット以上)を除ふ流向は第1象限の方が第2象限より大である (0.75ノッ

ト以上}。海峡西側のシペリヤ沿岸は調査できなかったが. St. Os097の表層でわずかに第3象限へ

の流向がみられた。シペリヤ沿岸には南下流のある ζとがしられているがの， その流量は北上流IL較

べ，きわめてわずかなものと考えられる。
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Fig. 8-A & B. Vertical section of句mpera色町e(OC)-A and salinity (施。)-Bin the north-
eωもernpart of the Bering Sea in 1品加 July 1972. 

強い流速がみられた水域は，海峡東側のアラスカ治岸水域tとある第1象限への流向域である。第2

象限への流向域は西側下層水域にその中心があり，乙の水系は主としてアラスカ沿岸流IL追従して北

上するセント ローレンス島北側水系である乙とが考えられ，乙のようにベーリング海峡の北上流は

アラスカ沿岸水が大きな影響を有している。

結論

北海道大学水産学部練習船おしょろ丸は 1972年7月下旬， ベーリング海峡の横断観測で 13地点

IL錨泊して，水温，塩分および流向，流速の調査を行い，次の結論を得た。

1. 10m以浅の表層水はアラスカ治岸水の特性をもっ高温，低塩分で，顕著な温度および塩分躍層

を形成しており，アラスカ沿岸から西方へ次第に ζの特性を減じながら拡がっている。また， ζ

の躍層は東側で深くなり，海底IL達している。

2. 海峡内は鉛直方向の流動が大であり，海峡中央部に表面から海底IL達する鉛直混合水域がみら

れる。下層水は鉛直混合が行れて， Zoc以下の均質な水温が海底IL達し， その東側ではセント

ローレンス島北側水の流入tとより，商側より低温である。また塩分は 33.0ゐ以上であり，鉛直

方向IL均質で，海底IL達し，東側でアラスカ治岸水と混合して次第に塩分値は減少している。

3. アカスカ沿岸水はセント ローレンス島東側水道を北上する流系と，ノートン サウンドを反

時計廻りに沿岸IL沿って北上する流系があり，海峡で流向を異iとして合流しているが，後者は前

者IL比し高温，低塩分であり， ζの水域IL強い流速(最高 3.5ノット)がみられた。

4. 表層ILは複雑な渦流が形成されているが，全体的に北上流がみられ，その平均流速は 0.9ノッ

トであり，チュクチ海への流入量は1.97x 106m3/secであった。
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5. 北上流のうち，第1象限への流向域は第2象限域より分布範囲が広しまた，アラスカ沿岸の

狭範囲を除き，流速が大であった。
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